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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の世界経済は、米国では引き続き個人消費が伸び、欧州では緩やかな回復基調となりま

した。一方、中国及び新興国では経済成長の減速が続きました。 

日本経済は、中国経済の減速懸念はあるものの、緩やかな回復基調を維持しました。 

当社グループの属する自動車業界では、北米を中心に海外生産は伸びましたが、国内では販売台数、生産台数とも

に前年を下回りました。 

セキュリティ機器業界では、国内の住宅着工件数において消費増税の反動からの持ち直し傾向が続いています。 

 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は247億22百万円と前年同四半期に比べ、９億２百万円

（3.8％）の増収となりました。利益につきましては、営業利益は８億２百万円と前年同四半期に比べ、４億13百万

円（106.0％）の増益となりました。経常利益は６億13百万円と前年同四半期に比べ、53百万円（△8.1％）の減益と

なりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期に特別利益を計上していた影響により、１億18百万

円と前年同四半期に比べ、４億６百万円（△77.5％）の減益となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

① 自動車部品事業（日本）

自動車部品事業（日本）は、主要得意先の国内販売が伸びず、売上高は56億96百万円と前年同四半期に比べ、

５億93百万円（△9.4％）の減収、営業損失は５億26百万円（前年同四半期は営業損失６億33百万円）となりま

した。

 

② 自動車部品事業（北米）

自動車部品事業（北米）は、主要得意先での自動車生産台数の増加により、売上高は69億61百万円と前年同四

半期に比べ、５億26百万円（8.2％）の増収、営業利益は３億42百万円（前年同四半期は営業損失52百万円）と

なりました。

 

③ 自動車部品事業（アジア）

自動車部品事業（アジア）におきましては、新たにALPHA KOREA Co., Ltd.を連結したことに伴い、売上高は

107億23百万円と前年同四半期に比べ、８億97百万円（9.1％）の増収となり、営業利益は７億14百万円と前年同

四半期に比べ、18百万円（2.7％）の増益となりました。

 

④ セキュリティ機器事業（日本）

セキュリティ機器事業（日本）は、主要得意先の在庫調整等により、売上高は33億56百万円と前年同四半期に

比べ、52百万円（△1.5％）の減収となりましたが、営業利益は１億85百万円と前年同四半期に比べ、71百万円

（62.4％）の増益となりました。

 

⑤ セキュリティ機器事業（海外）

セキュリティ機器事業（海外）におきましては、売上高は13億47百万円と前年同四半期に比べ、１億65百万円

（14.0％）の増収となりましたが、販価改訂により、営業利益は71百万円と前年同四半期に比べ、12百万円

（△15.0％）の減益となりました。
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（２）連結財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は552億41百万円となり、前連結会計年度末に比べ、２億27百万円

の減少となりました。また、有利子負債は前連結会計年度末に比べ、６億91百万円増加し、144億47百万円となり

ました。

流動資産は、原材料及び貯蔵品が２億51百万円減少しましたが、現金及び預金が９億１百万円増加したこと等に

より、１億96百万円増加し、289億６百万円となりました。

固定資産は、投資有価証券が３億72百万円減少したことや、有形固定資産が１億61百万円減少したこと等によ

り、４億22百万円減少し、263億25百万円となりました。

流動負債は、支払手形及び買掛金が１億72百万円増加しましたが、その他流動負債が３億88百万円減少したこと

等により、２億15百万円減少し、132億60百万円となりました。

固定負債は、長期借入金が４億92百万円増加したこと等により、３億48百万円増加し、124億96百万円となりま

した。

純資産は、その他有価証券評価差額金が２億49百万円減少したことや、利益剰余金が25百万円減少したこと等に

より、３億60百万円減少し、294億84百万円となりました。以上により、自己資本比率は前連結会計年度末の

52.1％から0.3ポイント減少し、51.8％となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動によるキャッシュ・フローが

15億70百万円の収入、投資活動によるキャッシュ・フローが９億37百万円の支出、財務活動によるキャッシュ・フ

ローが67百万円の収入となりました。

以上の結果、換算差額を含めた当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前第２四半

期連結会計期間末に比べ12億44百万円増加し、70億96百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

売上債権の増減額が９億41百万円減少しましたが、仕入債務の増減額が13億48百万円増加したこと等により、

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間に比べ、３億66

百万円収入が増加し、15億70百万円の収入となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資有価証券の売却による収入が２億７百万円減少したことや、有形固定資産の売却による収入が１億51百万

円減少したこと等により、当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連

結累計期間に比べ、４億57百万円支出が増加し、９億37百万円の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

長期借入金の返済による支出が83百万円増加しましたが、長期借入れによる収入が２億67百万円増加したこと

等により、当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間に比

べ、１億47百万円収入が増加し、67百万円の収入となりました。

 
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期の連結業績予想につきまして、平成27年５月13日に公表いたしました連結業績予想に変更はござい

ません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第１四半期連結累計期間より、ALPHA KOREA Co., Ltd.は

重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,355 7,256 

受取手形及び売掛金 11,076 11,010 

商品及び製品 2,074 2,130 

仕掛品 1,108 1,020 

原材料及び貯蔵品 5,066 4,814 

その他 3,045 2,689 

貸倒引当金 △15 △16 

流動資産合計 28,710 28,906 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 6,146 5,918 

機械装置及び運搬具（純額） 5,320 5,186 

土地 1,685 1,673 

その他（純額） 4,167 4,378 

有形固定資産合計 17,319 17,158 

無形固定資産    

のれん 906 856 

その他 353 447 

無形固定資産合計 1,260 1,303 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,731 5,359 

その他 2,434 2,503 

投資その他の資産合計 8,166 7,863 

固定資産合計 26,747 26,325 

繰延資産 10 9 

資産合計 55,468 55,241 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,528 5,701 

短期借入金 3,751 3,874 

未払法人税等 343 391 

賞与引当金 425 343 

製品保証引当金 173 174 

事業構造改善引当金 211 120 

その他 3,042 2,654 

流動負債合計 13,475 13,260 

固定負債    

社債 600 540 

長期借入金 7,497 7,989 

退職給付に係る負債 63 69 

資産除去債務 43 42 

その他 3,944 3,854 

固定負債合計 12,148 12,496 

負債合計 25,623 25,757 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,760 2,760 

資本剰余金 2,952 2,952 

利益剰余金 16,894 16,868 

自己株式 △578 △578 

株主資本合計 22,028 22,003 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,253 3,004 

為替換算調整勘定 3,617 3,597 

その他の包括利益累計額合計 6,870 6,601 

非支配株主持分 945 879 

純資産合計 29,844 29,484 

負債純資産合計 55,468 55,241 

 

- 6 -

株式会社アルファ（3434）平成28年３月期　第２四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 23,819 24,722 

売上原価 20,277 20,726 

売上総利益 3,541 3,996 

販売費及び一般管理費 3,152 3,193 

営業利益 389 802 

営業外収益    

受取利息 30 43 

受取配当金 53 52 

為替差益 236 － 

不動産賃貸料 17 20 

還付金収入 － 24 

その他 91 64 

営業外収益合計 429 206 

営業外費用    

支払利息 99 97 

為替差損 － 259 

その他 52 38 

営業外費用合計 151 395 

経常利益 667 613 

特別利益    

固定資産売却益 98 14 

投資有価証券売却益 184 － 

受取保険金 60 － 

災害損失引当金戻入額 48 － 

事業構造改善引当金戻入額 － 82 

その他 － 0 

特別利益合計 393 96 

特別損失    

固定資産除売却損 1 1 

その他 0 1 

特別損失合計 1 3 

税金等調整前四半期純利益 1,059 707 

法人税、住民税及び事業税 456 414 

法人税等調整額 25 129 

法人税等合計 482 543 

四半期純利益 577 163 

非支配株主に帰属する四半期純利益 52 45 

親会社株主に帰属する四半期純利益 524 118 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 577 163 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 363 △249 

為替換算調整勘定 △850 △13 

その他の包括利益合計 △487 △262 

四半期包括利益 89 △99 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 88 △158 

非支配株主に係る四半期包括利益 1 59 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,059 707 

減価償却費 1,053 1,082 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 24 0 

受取利息及び受取配当金 △84 △96 

支払利息 99 97 

固定資産売却益 △98 △14 

固定資産除売却損 1 1 

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △53 △90 

賞与引当金の増減額（△は減少） 34 △81 

製品保証引当金の増減額（△は減少） △1 1 

売上債権の増減額（△は増加） 1,056 114 

たな卸資産の増減額（△は増加） 286 341 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,404 △55 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1 7 

その他 △252 △60 

小計 1,719 1,953 

利息及び配当金の受取額 85 96 

利息の支払額 △38 △101 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △562 △378 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,204 1,570 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △781 △892 

有形固定資産の売却による収入 275 124 

無形固定資産の取得による支出 △64 △29 

投資有価証券の取得による支出 △9 △9 

投資有価証券の売却による収入 207 － 

その他 △108 △129 

投資活動によるキャッシュ・フロー △480 △937 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入れによる収入 2,165 2,432 

長期借入金の返済による支出 △1,762 △1,845 

配当金の支払額 △143 △143 

非支配株主への配当金の支払額 △105 △125 

その他 △234 △251 

財務活動によるキャッシュ・フロー △80 67 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △21 △2 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 622 698 

現金及び現金同等物の期首残高 4,701 6,334 

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少） 
528 63 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,851 7,096 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

自動車 
部品事業 
（日本） 

自動車 
部品事業 
（北米） 

自動車 
部品事業 

（アジア） 

セキュリテ 
ィ機器事業 
（日本） 

セキュリテ 
ィ機器事業 
（海外） 

計 

売上高                

外部顧客への

売上高 
4,790 6,419 9,013 3,314 282 23,819 － 23,819 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

1,499 16 811 94 900 3,322 △3,322 － 

計 6,290 6,435 9,825 3,409 1,182 27,142 △3,322 23,819 

セグメント利益

又は損失（△） 
△633 △52 695 114 83 208 181 389 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額181百万円は、セグメント間取引消去181百万円であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

自動車 
部品事業 
（日本） 

自動車 
部品事業 
（北米） 

自動車 
部品事業 

（アジア） 

セキュリテ 
ィ機器事業 
（日本） 

セキュリテ 
ィ機器事業 
（海外） 

計 

売上高                

外部顧客への

売上高 
4,147 6,944 9,961 3,332 337 24,722 － 24,722 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

1,549 16 762 23 1,010 3,363 △3,363 － 

計 5,696 6,961 10,723 3,356 1,347 28,086 △3,363 24,722 

セグメント利益

又は損失（△） 
△526 342 714 185 71 788 14 802 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額14百万円は、セグメント間取引消去14百万円であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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